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研究成果の概要（和文）：「再帰的受益ないしは被害」の事態把握が異なる言語においては異なる言語形式で実
現され得ることを示した。〈行為に伴う経験〉局面へ注意・関心を移す事態解釈は英語ではHave a V構文が、日
本語ではVテミル構文が担う。再帰的自叙は、日本語、チベット語ラサ方言、モンゴル語、英語ではそれぞれ異
なる形式で標示される。日韓語の空間指示詞の選択は、いずれも三項指示詞体系であるにも関わらず、ときに異
なる空間の間仕切り方を示す。
以上の観察を通して、話者と聴者を一括りに扱う発話場面のモデルは十分ではないことを指摘し、日韓英語の振
る舞いの異同を正しく捉えるには両者を明確に区別するモデルが不可欠であることを示した。

研究成果の概要（英文）：This study addressed the event conception characterizable  as a reflexive 
benefactive/adversity. We showed that languages can have different morpho-syntactic manifestations 
of a comparable conception of reflexive benefactive/malefactive event or reflexive speech event: (i)
 different strategies employed for action-phase-defocusing (e.g.,the English have a V and the 
Japanese V-temiru construction); (ii) distinct grammatical devices for self-recounting 
speaker/addressee among Japanese, Tibetan, Mongolian and English; (iii) different choices of 
demonstratives in Japanese and Korean, both of which have a tripartite system but exhibit 
contrasting ways of partitioning the demonstrative space. We finally found it necessary to revise 
the widely-accepted speech-event model which does not distinguish speaker and addressee by proposing
 a model differentiating those two speech act participants, which could account for a wide range of 
linguistic behaviors chiefly in English, Japanese, and Korean.

研究分野： 認知言語学
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１．研究開始当初の背景 
 
	 対照言語研究および類型論的研究では，
「受動構文の対照比較研究」のように，し
ばしば分析対象とする複数の言語の特定の
言語構造ないしは対応構文を対照させるア
プローチが主流であると言える。ところが，
類似した事態把握が, 異なる言語では異な
る構文形式によって担われると見做すべき
通言語的事例が数多く観察されることが昨
今の研究で次第に明らかになって来ている。 
例えば、Mary had a walk in the garden. に
例示されるような英語の Have a V-stemの
ようなタイプの構文は，「気晴らし」，「評
価・査定」，「実感」といった行為主体の
〈心理的受益〉に焦点を当てる事態把握を
反映するものであり，当該の言語形式（構
文）そのものがその意味的貢献を担ってい
る。 
本研究は，このタイプの構文は経験者主
語構文とも質的に異なる独立した構文であ
るとする先行研究(Wierzbicka (1988))を踏ま
え，日本語の「Vテミル」試行構文がこの
構文と密接な機能的類似性を示すことに着
目し, その機能的, 意味的, 概念的異同を
を明らかにすることを出発点とした。そし
て, これら別々の言語の違いに異なるタイ
プの構文には, 形態統語的な差異を超えて,  

「再起的受益ならびに被害」として一般化す
ることが可能な共通性が見出せるのではない
かという着想を得るに至った。 
 
２．研究の目的 
 

本研究は, 以下に示した３点を主な研究目
的として掲げた。 
(1)「再起的受益ならびに被害」タイプの事態把

握が人間の生活に根差した一群の行動形
態を纏め上げる概念範疇であり，他の言語
においても一定の語用論的な機能単位を
構成していることの一端を明らかにする。 

(2)「再帰的受益およびに被害」という事態把握
を軸にした類型論的認知語用論研究を
試みる。 

(3)「再起性」(reflexive)、および「構文」
に着目し、「発話場面の概念化」(speech- 
event conception)という観点に基いて，事
態解釈とそれを反映する言語形式の研
究を通言語的に進める。 

 
３．研究の方法 
 
本研究は，	以下に示す三つを主な研究方
法として採用した。	
(1)文献調査	
(2)対象言語の母語話者に対する聴き取り
調査（英語,韓国語,チベット語ラサ方言,
モンゴル語ほか）	

(3)上記(1)(2)で得られた調査結果に基づ
き，機能的・認知的・語用論的分析を進

め，その結果を国内外の学会等にて発表
し，当該言語に造形が深い専門家や関連
する枠組みによる分析に明るい研究者
等からフィードバックを得ることで，本
研究課題従事者による記述，分析，及び
一般化の妥当性を検証する。	

	
４．研究成果	
	

本研究課題では，以下の(1)から(3)に示す
主に４点の成果を得ると共に，(4)に纏めたよう
な更なる研究への展望を得ることが出来た。 
(1)再起的受益ならびに被害という観点 
①Have a V-stem構文(e.g., Mary had a walk 

in the garden.)は，事態の〈行為〉局面から
〈行為に伴う経験〉局面へと意識・関心
を移す (conceptual focus shift) 構文である
とし，この構文は〈完結性〉(telicity)およ
び〈遂行目的〉(purpose)を明示する要素と
は共起しないとされる(cf. Wierzbicka 
1988)が， British National Corpusのような
大規模なコーパスを検索すると，実際に
は〈完結性〉(telic)および〈遂行目的〉
(purpose)を示す要素を伴う事例が存在す
ることが明らかになった。この成果は雑
誌論文⑤として纏め，広く一般に利用可
能な形で公にした。 

 
②英語の Have a V-stem構文が表す「気晴ら
し」「癒やし」のような〈心理的な再帰
的受益〉を言語化し得る機能的類似構文とし
て、日本語には「Vテミル」構文のタイプが
観察されることを指摘し，更に，アイヌ語，フ
ランス語にも「V テミル」に対応ないしは関連
すると思われる表現(e.g.,Voyons voir. (どれ
どれ，何だって))が観察されることを指摘し
た。	  
（雑誌論文⑤）。 
  この「V テミル」タイプの構文は知覚動詞

「見る」をルーツとする複合述語と分析するの
が妥当であるが，本来的には敬語的形式の
命令形であった「ごらん」が「見る」の位置に
用いられる際に，「気晴らし」「癒やし」
のような〈心理的な再帰的受益〉がもっとも
典型的に現れることから，日本語においては
話し手と聞き手の相互作用という意味的な側
面が強く関わっていることが明らかになって
来た。 

 
③更に，本研究の根幹をなす理論的分析と
して、再起的で内省的(reflectional) な構文
が依拠する発話場面の語用論的要素を捉
え，概念化の記述を試み，当該の構文と
その類似表現が「再起的受益ならびに被
害」という概念化を具現化する代表的な言語
形式であることを指摘した。have a walkとい
う表現が帯びる「気晴らし」（再帰的受
益者主語構文）の事態解釈が日本語で「Ｖ
テミル」として言語化され得るとする観
察に端を発し，「Ｖ and see」という言語



形式（複合述語）が日本語，韓国語，ア
イヌ語でどのような意味を担い得るかに
ついて比較対照し，概念化の（脱）焦点
化の差異として統一的説明が可能なこと
を示した。（国際会議発表②および雑誌
論文③） 

 	 こうした知見から，本研究が対象とする「再
起的受益ならびに被害」は、単に話者による
事態把握という観点のみから記述・分析
され得るものではなく，話し手と聞き手
の両方を取り込んだ発話事象までも包括
する概念化（発話場面の概念化）を前提
として記述・分析されなければならない
ことが次第に認識されるに至る。こうし
た認識は，この後に行った分析を大きく
方向付けることに繋がって行く。	
 

(2) 発話場面の概念化という観点 
①事態解釈と言語形式という観点の研究成果

として，ラサおよびアムド・チベット語の陳述・
疑問文環境に観察される一見不可解なコピ
ュラの分布パターンが，再帰的自叙
(self-recounting) に根ざすアンカーリング話
者（Anchoring speaker）として捉えられること
を示し，日本語の再帰代名詞「自分」の指示
対象，更には副詞的機能を担う英語の懸垂
分詞の一部の振る舞いも同様にアンカーリン
グ話者に起因すると論じた。 

  「再帰的自叙」という出来事の概念化は，再
帰性という事態解釈上の特性から，「再起的
受益ならびに被害」という出来事の概念化と
密接に関わることが改めて浮き彫りとなり，発
話者と発話対象，行為者と受益者・被害者が
一致するかしないかの違いが，話し手と聞き
手の違いと同様か，もしくはそれ以上に不可
欠な要素となる事象が存在することを認める
に至った。 
 本研究は，上記の言語現象が「話者」と「聴
者」を一括りに概念化者として扱う認知モデ
ル（ステージモデル）では捉えられないことを
明確に示し，今後の研究課題を提示した。 
（国際会議発表④および雑誌論文④）	

 
②日韓語はともに三項指示詞体系ではある
ものの, 劇場等におけるステージ上の対
象指示において，両言語が異なる指示詞
選択を行う言語事実に着目し，従来の舞
台依拠モデルではこの現象を十分に捉え
きれないことを指摘し，「指示的概念空
間の間仕切り」という観点からこの相違
を捉え直して，より妥当な説明が可能と
なる発話場面の概念化モデルを提案した。 
	 この研究は、認知文法等では一括りに
扱われる嫌いのある概念化者を「話者」
と「聴者」とに分けて記述する必要性を
指摘するにとどまらず、日本語，韓国語
がそれぞれ〈並び立つ〉(side-by-side)タイ
プ，〈見つめ合う〉(face-to-face)タイプの
発話場面構図を基本とすると一般化でき
るという可能性を明確に示した。 

（国際会議発表③および雑誌論文③） 
	
(3)事態解釈と言語形式という観点 
	 上記２点の成果から「再起的受益ならびに

被害」は，単に話者による事態把握という
観点のみならず，話し手と聞き手の両方を
取り込んだ「発話場面の概念化」を前提と
して記述・分析されなければならないこと
が強く認識されるに至ったが，依然として，
話者と聴者をも包含する「発話場面の概念
化」を必ずしも前提とせずに，対象となる
事態解釈にのみ言及することで捉え得る
「再起的受益ならびに被害」も見出されること
が確認された。 

  従属節にのみ観察されるニ格（与格）に
は，主節で表現される出来事の動作主が自
らを潜在的な受益者もしくは被害者とし
て発想し，その利益ないしは被害をコント
ロールしようとする出来事の概念化を前
提とする表現形式に用いられることに着
目し，ブレンディング理論を援用してこれ
に通言語的観点から発展的分析を試みた。
この従属節のみに現れるニ格については
管見の限り指摘されておらず，当該のニ格
の用法は動詞の意味構造のみでは説明で
きないことを示した。 
（国際会議発表①⑤および雑誌論文①） 
 
(4)今後の研究への展望	
	「再帰的受益および被害」という事態把握を
軸にした類型論的認知語用論研究の有用性
を示すとともに，「発話場面の概念化」
(speech-event conception)に依拠し研究の重
要性を改めて示した本研究は，後の研究課
題として科学研究費補助金申請へと繋がる
「ダイクシスの動的側面」および「発話事
象概念」に迫る認知類型論研究の着想に結
びついて行く。	
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